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明けましておめでとうございます。今年もよろしくお願いいたします。 

 

昨年７月の参院選で、市民連合と野党共闘の力が自公維新等の改憲勢力の

３分の２を阻止し、自民党を単独過半数割れに追い込みました。しかし、

安倍首相は任期中の改憲をあきらめてはいません。臨時国会終了後に「必

ずや私の手で改憲を成し遂げていきたい」と述べ、年頭所感でも「国のかたちに関わる大きな改革を

進める。その先にあるのが憲法改正だ」と強調するなど、１月召集の通常国会で国民投票法改正案の

成立を目論んでいます。 

 

首相在任が７年を超え憲政史上最長を更新していますが、その中身はどうでしょうか？「桜を見る

会」に象徴される公的行事の「私物化」、またぞろウソと隠ぺいの繰り返し、相次ぐ閣僚不祥事、カ

ジノを含む IR 汚職事件、大学入試改革大半の白紙化、完成の目途も立たない民意無視の辺野古新基

地建設、最重要課題と位置付けたにも関わらず進展のない北方領土返還交渉や北朝鮮による日本人拉

致問題...。また、法人税減税で巨大企業に恩恵が集中する中、消費税が初めて２０兆円を超え、所

得税を上まわる最大の税目になるなど、低所得者層を中心に個人へのしわ寄せが強まっています。一

方で国の借金が太平洋戦争末期と同水準のＧⅮＰ比２倍という異常な事態にもかかわらず、防衛費だ

けが突出した伸びを示し、財政再建は置きざりにされたままとなっています。このように内政面でも

外交面でもほころびが相次ぎ、行き詰まりが目立っています。 

 

そうした中、年末のどさくさ紛れに中東への自衛隊派遣を閣議決定しました。そもそも調査・研究

が目的であれば武装した護衛艦で行く必要などありません。国会での十分な審議もなく、トランプ大

統領のご機嫌取りだけに紛争地域へ自衛隊を派遣するのは、まさに「危険な火遊び」としか言いよう

がありません。 

 

 

 

 

 

 

２０１７年９月に結成された「全国市民アクション実行委員会」が呼びかけた３，０００万署名は

全国津々浦々での大きなうねりとなり、草の根の強固な改憲反対の世論を作りだし、安倍９条改憲発

議を阻止してきました。昨年までに日本興亜９条の会に５０９筆の署名が寄せられました。損保９条

の会全体では４，８８８筆と５，０００筆にあと一歩の状況となっています。 

 

「全国市民アクション実行委員会」は、新たに「改憲発議に反対する全国緊急署名」への取り組み

を呼びかけました。皆さまには署名用紙（５名記入可）２枚と返信用封筒をお送りいたします。「改

憲発議 NO！」の世論で安倍政権を追い詰めるために、皆さんの力をお貸し下さい。戦争のない平和な

日本と世界を実現するために、ひき続き皆さんと一緒に各種取り組みを進めていきたいと思います。 

大変恐縮ですが、署名用紙返送時の切手代カンパにご協力をお願いいたします。また、署名用紙が

不足の場合はコピーいただくか、和田宛ご一報いただければ追加送付いたします。 

今年こそ展望のもてる一年に 

 

「タピる」ならぬ「アベる」 



 

  昨年１０月２６日（土）に東京北区王子の「北とぴあ」で開

催した損保９条の会第１６回講演会（共催：生保９条の会、協

賛：商社九条の会・東京）は、第一部の「平和のうた声と朗読」

でオープニング。「朗読の会・こだま」と「国鉄東京合唱団」

が出演しました。中でも生保９条の会のメンバーが中心で事前

に合宿までして準備したという「朗読の会・こだま」の「おと

なになれなかった弟たち」は、会場に大きな感動を与えました。 

続く第二部は立憲デモクラシーの会呼びかけ人の西谷修氏

（フランス哲学者・東京外語大名誉教授）による「戦争化する

世界と非戦の思想」の講演が行われました。「人権と平和・平

等が保たれ、人種・国家による差別をなくし分け隔てなく生き

ていけることを大事にする社会に」「大きな惨禍から、平和の

礎として二度と戦争はしないと宣言した日本国憲法を確実に

守り生かしていこう」と述べられたのが印象的でした。 

参加者は、損保１６２名、生保８４名、商社１１２名の合計

３５８名、その他出演された方や取材記者を含めれば３７０名

に迫り、４００名収容の会場はほぼ満席となりました。 

日本興亜９条の会からは３０名が参加、終了後は近くの中華

料理店で１８名の懇親会を開催しました。「自分も朗読をやっ

ているので次の機会にはぜひ出演したい」と、積極的な声も出

されました。 

 

 

昨年１０月の講演会に協賛いただいた「商社九条の会・東京」が２月２０日（木）に楽しいイベン

トを企画しています。会場は、今度も同じ「北とぴあ」の「つつじホール」です。平日の１３時３０

分開会とお仕事をお持ちの方には少々厳しい時間帯ではありますが、杉原浩司さんの講演に加えて、

一人芝居「憲法くん」で有名な松元ヒロさんの爆笑ライブがあります。 

みんなで誘い合ってぜひご参加下さい。詳細は同封の案内チラシを参照下さい。 

 

ただし、損保９条の会の講演会とは違う 3 つの注意点があります 

１．参加は事前予約制です。予約なしの場合入場できないこともあります。 

２．予約をしていても開会時刻の５分前には受付を終了し、当日キャンセル待ちの方を入場させます 

ので、遅刻は厳禁です。余裕をもってご来場下さい。 

３．損保専用受付は設けていません。予約済みの方の氏名は名簿に記載されていますので、商社の受 

付で「損保の○○」と氏名を告げて、参加費をお支払い下さい。 

皆さん、商社九条の会講演会に行きませんか！ 

 

 

日本興亜９条の会からは３０名 

●参加ご希望の方はなるべく早く、遅くとも２月１１日（火・祝）までに和田宛（090-6523-1351） 

ご一報下さい。（ご参加の方は終了後の懇親会参加可否もあわせてご連絡下さい。会場は予約済です） 

●損保９条の会で集約して商社九条の会に申し込みます。 

２月１１日以降でも集約状況により参加可能なこともありますので、必ず事前に和田宛ご連絡をお願いします。 

当日遅刻しそうになった場合も必ずご一報下さい。 

○終了後はいつもの中華料理店を予約済みです。懇親会の参加可否もあわせてご連絡下さい。 




